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学校番号 １０５ 

平成 31 年度 外国語科 

教科 科目 単位数 指導学年 教材名・副教材名 

外国語 英語表現Ⅱ 2 第 2 学年 
「be English Expression II」（いいずな書店） 

「STEP UP 77 英語構文ステップアップノート（エスト出版） 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・英語表現Ⅱの授業は、英語を通じて積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度を育成するとともに、事実や意見などを多様

な観点から考察し、論理の展開や表現の方法を工夫しながら伝える能力を養う授業です。 

・英語の語彙や文法については「実際のコミュニケーションでどのように使われるか」ということを意識して学習することが大切です。

常に「英語を使う」ということを意識して学習しましょう。 

・音読は外国語学習の中で最も大切な練習の 1 つです。英語のリズムやイントネーションに気をつけ、聞いている人にきちんと伝わ

るような音読を心がけましょう。 

２ 学習の到達目標（CAN-DO リストによる当該学年の４技能の到達目標） 

【第 2 学年】履修科目：「コミュニケーション英語Ⅱ」（３単位）及び「英語表現Ⅱ」（２単位） 

主な教材：上記科目の教科書、教科書の内容に関連した別教材 

話すこと 書くこと 聞くこと 読むこと 

学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 

・聞いたり読んだりし

たこと，学んだこと

や経験したことに

基づき，情報や考

えなどについて，

話し合うなどして結

論をまとめることが

できる。 

・英語の音声的な特

徴や内容の展開な

どに注意しながら

話すことができる。 

・説明や描写の表

現を工夫して，相

手に効果的に伝わ

るように話すことが

できる。 

・暗唱テスト 

・インタビュ

ーテスト 

・定期考査 

・聞いたり読んだり

したこと，学んだこ

とや経験したこと

に基づき，情報や

考 え な ど に つ い

て，文章を書くこと

ができる。 

・論点や根拠などを

明確にしながら書

くことができる。 

・説明や描写の表

現を工夫して，相

手に効果的に 伝

わるように書くこと

ができる。 

・ライティン

グテスト 

・定期考査 

・事物に関する紹介

や報告，対話や討

論などを聞いて，

情報や考えなどの

概要をとらえること

ができる 

・英語の音声的な

特徴や内容の展

開などに注意しな

がら聞くことができ

る。 

・未知の語の意味を

推測したり背景と

なる知識を活用し

たりしながら聞くこ

とができる。 

・リスニング

テスト 

・インタビュ

ーテスト 

・定期考査 

 

・ 説 明 ， 評 論 ， 物

語，随筆などを速

読して，概要をとら

えることができる。 

・意味の塊ごとに前

から読み取ってい

くことができる。 

・ 説 明 ， 評 論 ， 物

語，随筆などを，

聞き手に伝わるよ

うに音読したり暗

唱したりすることが

できる。 

・文章の構成を考え

ながら読むことが

できる。 

・図表との関連を考

えながら読むこと

ができる。 

・未知の語の意味を

推測したり背景と

なる知識を活用し

たりしながら読むこ

とができる。 

・速読 

・定期考査 

３ 学習評価(評価の観点と実施方法) 

観

点 

コミュニケーションへの 

関心・意欲・態度 
外国語表現の能力 外国語理解の能力 

言語や文化についての 

知識理解 

実

施

方

法 

モデル・スピーチに関心を持

ち、間違いを恐れず積極的にコ

ミュニケーションを図ろうとしてい

るかを的確に評価できる方法で

実施。 

CAN-DO リストによる「話すこと」

と「書くこと」の到達目標を的確

に評価できる方法で実施。 

CAN-DO リストによる「聞くこと」

と「読むこと」の到達目標を的確

に評価できる方法で実施。 

英語やその運用についての知

識を身に付けているとともに、そ

の背景にある文化などを理解し

ているかどうかを的確に評価で

きる方法で実施。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 
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４ 学習の活動  

 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 1 

( 2 時間) 

夢・将来 

 

時の表し方 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

自分の夢・将来につい

て、聞いたり、話した

り、文章を書いたりす

る。 

モデル・スピーチや例文

を参考にしながら、自分

自身の考えを英語で表現

できるようになることを

目指す。 

モデル・スピーチや例

文を参考にしながら、

自分の考えを、英語で

相手に伝えようとし

ている。 

・ペアでの言語活動を

観察する。 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取

組状況の判断材料

として活用する。 

「外国語表現の能力」 

・モデル・スピーチや

例文を参考にして、

英語で表現する。 

・時や状況に応じて動

詞の時制を正しく使

う。 

・モデル・スピーチでキ

ーワードや構成を学

ぶ。 

・例文を音読し、①正確

な発音で話すこと、さ

らに②暗唱することを

目指す。 

・正確な発音で、ネイ

ティブに伝わるよ

うに発話できる。 

・テキストを見ないで

発話できる。 

・授業中の音読を観察

する。 

・授業時間を利用して

暗唱テストまたは

インタビューテス

トを実施する。 

「外国語理解の能力」 

・モデル・スピーチを

聞いて理解し，質問

に答える。 

・例文や Exercises で、

理解力を深める。 

・ネイティブによる音声

を聞き、自分の理解の

程度を確認する。 

・Exercises（問題練習）

に取り組み、自分の理

解の程度を確認する。 

・正解して理解を確認

することも大切で

あるが、「間違えを

恐れず、前向きに取

り組む」姿勢の方を

より重視する。 

・授業中の取り組み姿

勢を評価する。 

・ワークシートの提

出。 

・定期テストにおける

出題。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・現在形，現在進行形

について学んで理解

する。 

・例文を題材として、教

員が文法的な解説をす

る。生徒は、ワークシ

ートを使いながら理解

する。 

・Exercises（問題練習）

に取り組み、自分の理

解の程度を確認する。 

・正解して理解を確認

することも大切で

あるが、「間違えを

恐れず、前向きに取

り組む」姿勢の方を

より重視する。 

・授業中の取り組み姿

勢を評価する。 

・ワークシートの提

出。 

・定期テストにおける

出題。 

Lesson 2 

( 2 時間) 

文化・行事 

 

動詞と文の構

造 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

日本の文化・行事につ

いて、聞いたり、話し

たり、文章を書いたり

する。 

モデル・スピーチや例文

を参考にしながら、自分

自身の考えを英語で表現

できるようになることを

目指す。 

モデル・スピーチや例

文を参考にしながら、

自分の考えを、英語で

相手に伝えようとし

ている。 

・ペアでの言語活動を

観察する。 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取

組状況の判断材料

として活用する。 

「外国語表現の能力」 

・モデル・スピーチや

例文を参考にして、

英語で表現する。 

・伝えたいことに応じ

て動詞と文の構造（5

文型，受動態，群動

詞）を適切に用いて

文を作る。 

・モデル・スピーチでキ

ーワードや構成を学

ぶ。 

・例文を音読し、①正確

な発音で話すこと、さ

らに②暗唱することを

目指す。 

・正確な発音で、ネイ

ティブに伝わるよ

うに発話できる。 

・テキストを見ないで

発話できる。 

・授業中の音読を観察

する。 

・授業時間を利用して

暗唱テストまたは

インタビューテス

トを実施する。 

「外国語理解の能力」 

・モデル・スピーチを

聞いて理解し，質問

に答える。 

・例文や Exercises で、

理解力を深める。 

・ネイティブによる音声

を聞き、自分の理解の

程度を確認する。 

・Exercises（問題練習）

に取り組み、自分の理

解の程度を確認する。 

・正解して理解を確認

することも大切で

あるが、「間違えを

恐れず、前向きに取

り組む」姿勢の方を

より重視する。 

・授業中の取り組み姿

勢を評価する。 

・ワークシートの提

出。 

・定期テストにおける

出題。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・動詞と文の構造（5 文

型，受動態，群動詞）

について学んで理解

する。 

・例文を題材として、教

員が文法的な解説をす

る。生徒は、ワークシ

ートを使いながら理解

する。 

・Exercises（問題練習）

に取り組み、自分の理

解の程度を確認する。 

・正解して理解を確認

することも大切で

あるが、「間違えを

恐れず、前向きに取

り組む」姿勢の方を

より重視する。 

・授業中の取り組み姿

勢を評価する。 

・ワークシートの提

出。 

・定期テストにおける

出題。 
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単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 3 

( 2 時間) 

ペット 

 

助動詞 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

ペットを飼うことにつ

いて、聞いたり、話し

たり、文章を書いたり

する。 

モデル・スピーチや例文

を参考にしながら、自分

自身の考えを英語で表現

できるようになることを

目指す。 

モデル・スピーチや例

文を参考にしながら、

自分の考えを、英語で

相手に伝えようとし

ている。 

・ペアでの言語活動を

観察する。 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取

組状況の判断材料

として活用する。 

「外国語表現の能力」 

・モデル・スピーチや

例文を参考にして、

英語で表現する。 

・伝えたい意味に応じ

て助動詞を正しく使

う。 

・モデル・スピーチでキ

ーワードや構成を学

ぶ。 

・例文を音読し、①正確

な発音で話すこと、さ

らに②暗唱することを

目指す。 

・正確な発音で、ネイ

ティブに伝わるよ

うに発話できる。 

・テキストを見ないで

発話できる。 

・授業中の音読を観察

する。 

・授業時間を利用して

暗唱テストまたは

インタビューテス

トを実施する。 

「外国語理解の能力」 

・モデル・スピーチを

聞いて理解し，質問

に答える。 

・例文や Exercises で、

理解力を深める。 

・ネイティブによる音声

を聞き、自分の理解の

程度を確認する。 

・Exercises（問題練習）

に取り組み、自分の理

解の程度を確認する。 

・正解して理解を確認

することも大切で

あるが、「間違えを

恐れず、前向きに取

り組む」姿勢の方を

より重視する。 

・授業中の取り組み姿

勢を評価する。 

・ワークシートの提

出。 

・定期テストにおける

出題。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・助動詞について学ん

で理解する。 

・例文を題材として、教

員が文法的な解説をす

る。生徒は、ワークシ

ートを使いながら理解

する。 

・Exercises（問題練習）

に取り組み、自分の理

解の程度を確認する。 

・正解して理解を確認

することも大切で

あるが、「間違えを

恐れず、前向きに取

り組む」姿勢の方を

より重視する。 

・授業中の取り組み姿

勢を評価する。 

・ワークシートの提

出。 

・定期テストにおける

出題。 

Lesson 4 

( 2 時間) 

情報と社会 

 

名詞の種類や

数や量の表し

方 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

インターネット使用に

ついて、聞いたり、話

したり、文章を書いた

りする。 

モデル・スピーチや例文

を参考にしながら、自分

自身の考えを英語で表現

できるようになることを

目指す。 

モデル・スピーチや例

文を参考にしながら、

自分の考えを、英語で

相手に伝えようとし

ている。 

・ペアでの言語活動を

観察する。 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取

組状況の判断材料

として活用する。 

「外国語表現の能力」 

・モデル・スピーチや

例文を参考にして、

英語で表現する。 

・可算・不可算名詞や

限定詞を正しく使

う。 

・モデル・スピーチでキ

ーワードや構成を学

ぶ。 

・例文を音読し、①正確

な発音で話すこと、さ

らに②暗唱することを

目指す。 

・正確な発音で、ネイ

ティブに伝わるよ

うに発話できる。 

・テキストを見ないで

発話できる。 

・授業中の音読を観察

する。 

・授業時間を利用して

暗唱テストまたは

インタビューテス

トを実施する。 

「外国語理解の能力」 

・モデル・スピーチを

聞いて理解し，質問

に答える。 

・例文や Exercises で、

理解力を深める。 

・ネイティブによる音声

を聞き、自分の理解の

程度を確認する。 

・Exercises（問題練習）

に取り組み、自分の理

解の程度を確認する。 

・正解して理解を確認

することも大切で

あるが、「間違えを

恐れず、前向きに取

り組む」姿勢の方を

より重視する。 

・授業中の取り組み姿

勢を評価する。 

・ワークシートの提

出。 

・定期テストにおける

出題。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・名詞の種類や数や量

の表し方について学

び理解する。 

・例文を題材として、教

員が文法的な解説をす

る。生徒は、ワークシ

ートを使いながら理解

する。 

・Exercises（問題練習）

に取り組み、自分の理

解の程度を確認する。 

・正解して理解を確認

することも大切で

あるが、「間違えを

恐れず、前向きに取

り組む」姿勢の方を

より重視する。 

・授業中の取り組み姿

勢を評価する。 

・ワークシートの提

出。 

・定期テストにおける

出題。 
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単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 5 

( 2 時間) 

世界の国々 

 

人 称 代 名 詞 ・

it ・ 指 示 代 名

詞 ・ 不 定 代 名

詞 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

行ってみたい国につい

て、聞いたり、話した

り、文章を書いたりす

る。 

モデル・スピーチや例文

を参考にしながら、自分

自身の考えを英語で表現

できるようになることを

目指す。 

モデル・スピーチや例

文を参考にしながら、

自分の考えを、英語で

相手に伝えようとし

ている。 

・ペアでの言語活動を

観察する。 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取

組状況の判断材料

として活用する。 

「外国語表現の能力」 

・モデル・スピーチや

例文を参考にして、

英語で表現する。 

・伝えたい意味に応じ

て，代名詞を正しく

使う。 

・モデル・スピーチでキ

ーワードや構成を学

ぶ。 

・例文を音読し、①正確

な発音で話すこと、さ

らに②暗唱することを

目指す。 

・正確な発音で、ネイ

ティブに伝わるよ

うに発話できる。 

・テキストを見ないで

発話できる。 

・授業中の音読を観察

する。 

・授業時間を利用して

暗唱テストまたは

インタビューテス

トを実施する。 

「外国語理解の能力」 

・モデル・スピーチを

聞いて理解し，質問

に答える。 

・例文や Exercises で、

理解力を深める。 

・ネイティブによる音声

を聞き、自分の理解の

程度を確認する。 

・Exercises（問題練習）

に取り組み、自分の理

解の程度を確認する。 

・正解して理解を確認

することも大切で

あるが、「間違えを

恐れず、前向きに取

り組む」姿勢の方を

より重視する。 

・授業中の取り組み姿

勢を評価する。 

・ワークシートの提

出。 

・定期テストにおける

出題。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・人称代名詞・it・指示

代名詞・不定代名詞

を学んで理解する。 

・例文を題材として、教

員が文法的な解説をす

る。生徒は、ワークシ

ートを使いながら理解

する。 

・Exercises（問題練習）

に取り組み、自分の理

解の程度を確認する。 

・正解して理解を確認

することも大切で

あるが、「間違えを

恐れず、前向きに取

り組む」姿勢の方を

より重視する。 

・授業中の取り組み姿

勢を評価する。 

・ワークシートの提

出。 

・定期テストにおける

出題。 

Lesson 6 

( 2 時間) 

外 国 で の 生

活 

 

名詞の働きを

する句や節 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

外国での生活につい

て、聞いたり、話した

り、文章を書いたりす

る。 

モデル・スピーチや例文

を参考にしながら、自分

自身の考えを英語で表現

できるようになることを

目指す。 

モデル・スピーチや例

文を参考にしながら、

自分の考えを、英語で

相手に伝えようとし

ている。 

・ペアでの言語活動を

観察する。 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取

組状況の判断材料

として活用する。 

「外国語表現の能力」 

・モデル・スピーチや

例文を参考にして、

英語で表現する。 

・伝えたい意味に応じ

て，名詞句や名詞節

を正しく使う。 

・モデル・スピーチでキ

ーワードや構成を学

ぶ。 

・例文を音読し、①正確

な発音で話すこと、さ

らに②暗唱することを

目指す。 

・正確な発音で、ネイ

ティブに伝わるよ

うに発話できる。 

・テキストを見ないで

発話できる。 

・授業中の音読を観察

する。 

・授業時間を利用して

暗唱テストまたは

インタビューテス

トを実施する。 

「外国語理解の能力」 

・モデル・スピーチを

聞いて理解し，質問

に答える。 

・例文や Exercises で、

理解力を深める。 

・ネイティブによる音声

を聞き、自分の理解の

程度を確認する。 

・Exercises（問題練習）

に取り組み、自分の理

解の程度を確認する。 

・正解して理解を確認

することも大切で

あるが、「間違えを

恐れず、前向きに取

り組む」姿勢の方を

より重視する。 

・授業中の取り組み姿

勢を評価する。 

・ワークシートの提

出。 

・定期テストにおける

出題。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・名詞の働きをする句

や節を学んで理解す

る。 

・例文を題材として、教

員が文法的な解説をす

る。生徒は、ワークシ

ートを使いながら理解

する。 

・Exercises（問題練習）

に取り組み、自分の理

解の程度を確認する。 

・正解して理解を確認

することも大切で

あるが、「間違えを

恐れず、前向きに取

り組む」姿勢の方を

より重視する。 

・授業中の取り組み姿

勢を評価する。 

・ワークシートの提

出。 

・定期テストにおける

出題。 



5 

 

 

 

 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 7 

( 2 時間) 

利便性 

 

形容詞のはた

らきや分詞の

形容詞用法 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

公共交通機関、コンビ

ニエンスストア、自動

販売機について、聞い

たり、話したり、文章

を書いたりする。 

モデル・スピーチや例文

を参考にしながら、自分

自身の考えを英語で表現

できるようになることを

目指す。 

モデル・スピーチや例

文を参考にしながら、

自分の考えを、英語で

相手に伝えようとし

ている。 

・ペアでの言語活動を

観察する。 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取

組状況の判断材料

として活用する。 

「外国語表現の能力」 

・モデル・スピーチや

例文を参考にして、

英語で表現する。 

・伝えたい意味に応じ

て，適切な形容詞を

用いて文を作る。 

・モデル・スピーチでキ

ーワードや構成を学

ぶ。 

・例文を音読し、①正確

な発音で話すこと、さ

らに②暗唱することを

目指す。 

・正確な発音で、ネイ

ティブに伝わるよ

うに発話できる。 

・テキストを見ないで

発話できる。 

・授業中の音読を観察

する。 

・授業時間を利用して

暗唱テストまたは

インタビューテス

トを実施する。 

「外国語理解の能力」 

・モデル・スピーチを

聞いて理解し，質問

に答える。 

・例文や Exercises で、

理解力を深める。 

・ネイティブによる音声

を聞き、自分の理解の

程度を確認する。 

・Exercises（問題練習）

に取り組み、自分の理

解の程度を確認する。 

・正解して理解を確認

することも大切で

あるが、「間違えを

恐れず、前向きに取

り組む」姿勢の方を

より重視する。 

・授業中の取り組み姿

勢を評価する。 

・ワークシートの提

出。 

・定期テストにおける

出題。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・形容詞のはたらきや

分詞の形容詞用法に

ついて学んで理解す

る。 

・例文を題材として、教

員が文法的な解説をす

る。生徒は、ワークシ

ートを使いながら理解

する。 

・Exercises（問題練習）

に取り組み、自分の理

解の程度を確認する。 

・正解して理解を確認

することも大切で

あるが、「間違えを

恐れず、前向きに取

り組む」姿勢の方を

より重視する。 

・授業中の取り組み姿

勢を評価する。 

・ワークシートの提

出。 

・定期テストにおける

出題。 

Lesson 8 

( 2 時間) 

幸福 

 

形容詞句 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

自分が幸せだと感じる

ことについて、聞いた

り、話したり、文章を

書いたりする。 

モデル・スピーチや例文

を参考にしながら、自分

自身の考えを英語で表現

できるようになることを

目指す。 

モデル・スピーチや例

文を参考にしながら、

自分の考えを、英語で

相手に伝えようとし

ている。 

・ペアでの言語活動を

観察する。 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取

組状況の判断材料

として活用する。 

「外国語表現の能力」 

・モデル・スピーチや

例文を参考にして、

英語で表現する。 

・伝えたい意味に応じ

て，適切な形容詞句

を用いて文を作る。 

・モデル・スピーチでキ

ーワードや構成を学

ぶ。 

・例文を音読し、①正確

な発音で話すこと、さ

らに②暗唱することを

目指す。 

・正確な発音で、ネイ

ティブに伝わるよ

うに発話できる。 

・テキストを見ないで

発話できる。 

・授業中の音読を観察

する。 

・授業時間を利用して

暗唱テストまたは

インタビューテス

トを実施する。 

「外国語理解の能力」 

・モデル・スピーチを

聞いて理解し，質問

に答える。 

・例文や Exercises で、

理解力を深める。 

・ネイティブによる音声

を聞き、自分の理解の

程度を確認する。 

・Exercises（問題練習）

に取り組み、自分の理

解の程度を確認する。 

・正解して理解を確認

することも大切で

あるが、「間違えを

恐れず、前向きに取

り組む」姿勢の方を

より重視する。 

・授業中の取り組み姿

勢を評価する。 

・ワークシートの提

出。 

・定期テストにおける

出題。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・さまざまな表現を使

った形容詞句につい

て学んで理解する。 

・例文を題材として、教

員が文法的な解説をす

る。生徒は、ワークシ

ートを使いながら理解

する。 

・Exercises（問題練習）

に取り組み、自分の理

解の程度を確認する。 

・正解して理解を確認

することも大切で

あるが、「間違えを

恐れず、前向きに取

り組む」姿勢の方を

より重視する。 

・授業中の取り組み姿

勢を評価する。 

・ワークシートの提

出。 

・定期テストにおける

出題。 



6 

 

 

 

 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 9 

( 2 時間) 

活動 

 

名詞に説明を

加える関係詞

節 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

部活動、ボランティア、

アルバイトについて、

聞いたり、話したり、

文章を書いたりする。 

モデル・スピーチや例文

を参考にしながら、自分

自身の考えを英語で表現

できるようになることを

目指す。 

モデル・スピーチや例

文を参考にしながら、

自分の考えを、英語で

相手に伝えようとし

ている。 

・ペアでの言語活動を

観察する。 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取

組状況の判断材料

として活用する。 

「外国語表現の能力」 

・モデル・スピーチや

例文を参考にして、

英語で表現する。 

・伝えたい内容に応じ

て，適切な関係詞を

用いて文を作る。 

・モデル・スピーチでキ

ーワードや構成を学

ぶ。 

・例文を音読し、①正確

な発音で話すこと、さ

らに②暗唱することを

目指す。 

・正確な発音で、ネイ

ティブに伝わるよ

うに発話できる。 

・テキストを見ないで

発話できる。 

・授業中の音読を観察

する。 

・授業時間を利用して

暗唱テストまたは

インタビューテス

トを実施する。 

「外国語理解の能力」 

・モデル・スピーチを

聞いて理解し，質問

に答える。 

・例文や Exercises で、

理解力を深める。 

・ネイティブによる音声

を聞き、自分の理解の

程度を確認する。 

・Exercises（問題練習）

に取り組み、自分の理

解の程度を確認する。 

・正解して理解を確認

することも大切で

あるが、「間違えを

恐れず、前向きに取

り組む」姿勢の方を

より重視する。 

・授業中の取り組み姿

勢を評価する。 

・ワークシートの提

出。 

・定期テストにおける

出題。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・名詞に説明を加える

関係詞節について学

んで理解する。 

・例文を題材として、教

員が文法的な解説をす

る。生徒は、ワークシ

ートを使いながら理解

する。 

・Exercises（問題練習）

に取り組み、自分の理

解の程度を確認する。 

・正解して理解を確認

することも大切で

あるが、「間違えを

恐れず、前向きに取

り組む」姿勢の方を

より重視する。 

・授業中の取り組み姿

勢を評価する。 

・ワークシートの提

出。 

・定期テストにおける

出題。 

Lesson 10 

( 2 時間) 

社会的慣習 

 

副詞のはたら

き 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

日本の慣習や，西洋社

会の慣習との違いにつ

いて、聞いたり、話し

たり、文章を書いたり

する。 

モデル・スピーチや例文

を参考にしながら、自分

自身の考えを英語で表現

できるようになることを

目指す。 

モデル・スピーチや例

文を参考にしながら、

自分の考えを、英語で

相手に伝えようとし

ている。 

・ペアでの言語活動を

観察する。 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取

組状況の判断材料

として活用する。 

「外国語表現の能力」 

・モデル・スピーチや

例文を参考にして、

英語で表現する。 

・伝えたい意味に応じ

て，適切な副詞を用

いて文を作る。 

・モデル・スピーチでキ

ーワードや構成を学

ぶ。 

・例文を音読し、①正確

な発音で話すこと、さ

らに②暗唱することを

目指す。 

・正確な発音で、ネイ

ティブに伝わるよ

うに発話できる。 

・テキストを見ないで

発話できる。 

・授業中の音読を観察

する。 

・授業時間を利用して

暗唱テストまたは

インタビューテス

トを実施する。 

「外国語理解の能力」 

・モデル・スピーチを

聞いて理解し，質問

に答える。 

・例文や Exercises で、

理解力を深める。 

・ネイティブによる音声

を聞き、自分の理解の

程度を確認する。 

・Exercises（問題練習）

に取り組み、自分の理

解の程度を確認する。 

・正解して理解を確認

することも大切で

あるが、「間違えを

恐れず、前向きに取

り組む」姿勢の方を

より重視する。 

・授業中の取り組み姿

勢を評価する。 

・ワークシートの提

出。 

・定期テストにおける

出題。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・副詞のはたらきにつ

いて学んで理解す

る。 

・例文を題材として、教

員が文法的な解説をす

る。生徒は、ワークシ

ートを使いながら理解

する。 

・Exercises（問題練習）

に取り組み、自分の理

解の程度を確認する。 

・正解して理解を確認

することも大切で

あるが、「間違えを

恐れず、前向きに取

り組む」姿勢の方を

より重視する。 

・授業中の取り組み姿

勢を評価する。 

・ワークシートの提

出。 

・定期テストにおける

出題。 
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単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 11 

( 2 時間) 

思い出 

 

副詞句 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

小さなころからの友

人、思い出の写真、品

物について、聞いたり、

話したり、文章を書い

たりする。 

モデル・スピーチや例文

を参考にしながら、自分

自身の考えを英語で表現

できるようになることを

目指す。 

モデル・スピーチや例

文を参考にしながら、

自分の考えを、英語で

相手に伝えようとし

ている。 

・ペアでの言語活動を

観察する。 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取

組状況の判断材料

として活用する。 

「外国語表現の能力」 

・モデル・スピーチや

例文を参考にして、

英語で表現する。 

・伝えたい意味に応じ

て適切な副詞句を用

いて文を作る。 

・モデル・スピーチでキ

ーワードや構成を学

ぶ。 

・例文を音読し、①正確

な発音で話すこと、さ

らに②暗唱することを

目指す。 

・正確な発音で、ネイ

ティブに伝わるよ

うに発話できる。 

・テキストを見ないで

発話できる。 

・授業中の音読を観察

する。 

・授業時間を利用して

暗唱テストまたは

インタビューテス

トを実施する。 

「外国語理解の能力」 

・モデル・スピーチを

聞いて理解し，質問

に答える。 

・例文や Exercises で、

理解力を深める。 

・ネイティブによる音声

を聞き、自分の理解の

程度を確認する。 

・Exercises（問題練習）

に取り組み、自分の理

解の程度を確認する。 

・正解して理解を確認

することも大切で

あるが、「間違えを

恐れず、前向きに取

り組む」姿勢の方を

より重視する。 

・授業中の取り組み姿

勢を評価する。 

・ワークシートの提

出。 

・定期テストにおける

出題。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・副詞句について学ん

で理解する。 

・例文を題材として、教

員が文法的な解説をす

る。生徒は、ワークシ

ートを使いながら理解

する。 

・Exercises（問題練習）

に取り組み、自分の理

解の程度を確認する。 

・正解して理解を確認

することも大切で

あるが、「間違えを

恐れず、前向きに取

り組む」姿勢の方を

より重視する。 

・授業中の取り組み姿

勢を評価する。 

・ワークシートの提

出。 

・定期テストにおける

出題。 

Lesson 12 

( 2 時間) 

電子機器 

 

副詞節 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

スマートフォンについ

て、聞いたり、話した

り、文章を書いたりす

る。 

モデル・スピーチや例文

を参考にしながら、自分

自身の考えを英語で表現

できるようになることを

目指す。 

モデル・スピーチや例

文を参考にしながら、

自分の考えを、英語で

相手に伝えようとし

ている。 

・ペアでの言語活動を

観察する。 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取

組状況の判断材料

として活用する。 

「外国語表現の能力」 

・モデル・スピーチや

例文を参考にして、

英語で表現する。 

・伝えたい意味に応じ

て適切な副詞節を用

いて文を作る。 

・モデル・スピーチでキ

ーワードや構成を学

ぶ。 

・例文を音読し、①正確

な発音で話すこと、さ

らに②暗唱することを

目指す。 

・正確な発音で、ネイ

ティブに伝わるよ

うに発話できる。 

・テキストを見ないで

発話できる。 

・授業中の音読を観察

する。 

・授業時間を利用して

暗唱テストまたは

インタビューテス

トを実施する。 

「外国語理解の能力」 

・モデル・スピーチを

聞いて理解し，質問

に答える。 

・例文や Exercises で、

理解力を深める。 

・ネイティブによる音声

を聞き、自分の理解の

程度を確認する。 

・Exercises（問題練習）

に取り組み、自分の理

解の程度を確認する。 

・正解して理解を確認

することも大切で

あるが、「間違えを

恐れず、前向きに取

り組む」姿勢の方を

より重視する。 

・授業中の取り組み姿

勢を評価する。 

・ワークシートの提

出。 

・定期テストにおける

出題。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・さまざまな意味を表

す副詞節について学

んで理解する。 

・例文を題材として、教

員が文法的な解説をす

る。生徒は、ワークシ

ートを使いながら理解

する。 

・Exercises（問題練習）

に取り組み、自分の理

解の程度を確認する。 

・正解して理解を確認

することも大切で

あるが、「間違えを

恐れず、前向きに取

り組む」姿勢の方を

より重視する。 

・授業中の取り組み姿

勢を評価する。 

・ワークシートの提

出。 

・定期テストにおける

出題。 
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単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 13 

( 2 時間) 

進路 

 

比較 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

将来の仕事や進路につ

いて、聞いたり、話し

たり、文章を書いたり

する。 

モデル・スピーチや例文

を参考にしながら、自分

自身の考えを英語で表現

できるようになることを

目指す。 

モデル・スピーチや例

文を参考にしながら、

自分の考えを、英語で

相手に伝えようとし

ている。 

・ペアでの言語活動を

観察する。 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取

組状況の判断材料

として活用する。 

「外国語表現の能力」 

・モデル・スピーチや

例文を参考にして、

英語で表現する。 

・比較の表現を用いて

文を作る。 

・モデル・スピーチでキ

ーワードや構成を学

ぶ。 

・例文を音読し、①正確

な発音で話すこと、さ

らに②暗唱することを

目指す。 

・正確な発音で、ネイ

ティブに伝わるよ

うに発話できる。 

・テキストを見ないで

発話できる。 

・授業中の音読を観察

する。 

・授業時間を利用して

暗唱テストまたは

インタビューテス

トを実施する。 

「外国語理解の能力」 

・モデル・スピーチを

聞いて理解し，質問

に答える。 

・例文や Exercises で、

理解力を深める。 

・ネイティブによる音声

を聞き、自分の理解の

程度を確認する。 

・Exercises（問題練習）

に取り組み、自分の理

解の程度を確認する。 

・正解して理解を確認

することも大切で

あるが、「間違えを

恐れず、前向きに取

り組む」姿勢の方を

より重視する。 

・授業中の取り組み姿

勢を評価する。 

・ワークシートの提

出。 

・定期テストにおける

出題。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・形容詞や副詞を使っ

た比較について学ん

で理解する。 

・例文を題材として、教

員が文法的な解説をす

る。生徒は、ワークシ

ートを使いながら理解

する。 

・Exercises（問題練習）

に取り組み、自分の理

解の程度を確認する。 

・正解して理解を確認

することも大切で

あるが、「間違えを

恐れず、前向きに取

り組む」姿勢の方を

より重視する。 

・授業中の取り組み姿

勢を評価する。 

・ワークシートの提

出。 

・定期テストにおける

出題。 

Lesson 14 

( 2 時間) 

想像 

 

仮定法 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

物語から得られる教訓

や，今とは違う場所や

時代に生まれていたら

という想像の話につい

て、聞いたり、話した

り、文章を書いたりす

る。 

モデル・スピーチや例文

を参考にしながら、自分

自身の考えを英語で表現

できるようになることを

目指す。 

モデル・スピーチや例

文を参考にしながら、

自分の考えを、英語で

相手に伝えようとし

ている。 

・ペアでの言語活動を

観察する。 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取

組状況の判断材料

として活用する。 

「外国語表現の能力」 

・モデル・スピーチや

例文を参考にして、

英語で表現する。 

・仮定法の表現を用い

て文を作る。 

・モデル・スピーチでキ

ーワードや構成を学

ぶ。 

・例文を音読し、①正確

な発音で話すこと、さ

らに②暗唱することを

目指す。 

・正確な発音で、ネイ

ティブに伝わるよ

うに発話できる。 

・テキストを見ないで

発話できる。 

・授業中の音読を観察

する。 

・授業時間を利用して

暗唱テストまたは

インタビューテス

トを実施する。 

「外国語理解の能力」 

・モデル・スピーチを

聞いて理解し，質問

に答える。 

・例文や Exercises で、

理解力を深める。 

・ネイティブによる音声

を聞き、自分の理解の

程度を確認する。 

・Exercises（問題練習）

に取り組み、自分の理

解の程度を確認する。 

・正解して理解を確認

することも大切で

あるが、「間違えを

恐れず、前向きに取

り組む」姿勢の方を

より重視する。 

・授業中の取り組み姿

勢を評価する。 

・ワークシートの提

出。 

・定期テストにおける

出題。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・仮定法について学ん

で理解する。 

・例文を題材として、教

員が文法的な解説をす

る。生徒は、ワークシ

ートを使いながら理解

する。 

・Exercises（問題練習）

に取り組み、自分の理

解の程度を確認する。 

・正解して理解を確認

することも大切で

あるが、「間違えを

恐れず、前向きに取

り組む」姿勢の方を

より重視する。 

・授業中の取り組み姿

勢を評価する。 

・ワークシートの提

出。 

・定期テストにおける

出題。 
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単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 15 

( 2 時間) 

教訓 

 

複文での動詞

の使い方 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

自分の経験から得られ

た教訓について、聞い

たり、話したり、文章

を書いたりする。 

モデル・スピーチや例文

を参考にしながら、自分

自身の考えを英語で表現

できるようになることを

目指す。 

モデル・スピーチや例

文を参考にしながら、

自分の考えを、英語で

相手に伝えようとし

ている。 

・ペアでの言語活動を

観察する。 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取

組状況の判断材料

として活用する。 

「外国語表現の能力」 

・モデル・スピーチや

例文を参考にして、

英語で表現する。 

・複文のさまざまな表

現を用いて文を作

る。 

・モデル・スピーチでキ

ーワードや構成を学

ぶ。 

・例文を音読し、①正確

な発音で話すこと、さ

らに②暗唱することを

目指す。 

・正確な発音で、ネイ

ティブに伝わるよ

うに発話できる。 

・テキストを見ないで

発話できる。 

・授業中の音読を観察

する。 

・授業時間を利用して

暗唱テストまたは

インタビューテス

トを実施する。 

「外国語理解の能力」 

・モデル・スピーチを

聞いて理解し，質問

に答える。 

・例文や Exercises で、

理解力を深める。 

・ネイティブによる音声

を聞き、自分の理解の

程度を確認する。 

・Exercises（問題練習）

に取り組み、自分の理

解の程度を確認する。 

・正解して理解を確認

することも大切で

あるが、「間違えを

恐れず、前向きに取

り組む」姿勢の方を

より重視する。 

・授業中の取り組み姿

勢を評価する。 

・ワークシートの提

出。 

・定期テストにおける

出題。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・複文での動詞の使い

方について学んで理

解する。 

・例文を題材として、教

員が文法的な解説をす

る。生徒は、ワークシ

ートを使いながら理解

する。 

・Exercises（問題練習）

に取り組み、自分の理

解の程度を確認する。 

・正解して理解を確認

することも大切で

あるが、「間違えを

恐れず、前向きに取

り組む」姿勢の方を

より重視する。 

・授業中の取り組み姿

勢を評価する。 

・ワークシートの提

出。 

・定期テストにおける

出題。 

Lesson 16 

( 2 時間) 

コミュニケー

ション 

 

「 言 う 」 ・ 「 見

る」・「聞く」の

表現 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

コミュニケーションや

電子メールについて、

聞いたり、話したり、

文章を書いたりする。 

モデル・スピーチや例文

を参考にしながら、自分

自身の考えを英語で表現

できるようになることを

目指す。 

モデル・スピーチや例

文を参考にしながら、

自分の考えを、英語で

相手に伝えようとし

ている。 

・ペアでの言語活動を

観察する。 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取

組状況の判断材料

として活用する。 

「外国語表現の能力」 

・モデル・スピーチや

例文を参考にして、

英語で表現する。 

・伝えたい意味に応じ

て，正しい動詞を使

い分ける。 

・モデル・スピーチでキ

ーワードや構成を学

ぶ。 

・例文を音読し、①正確

な発音で話すこと、さ

らに②暗唱することを

目指す。 

・正確な発音で、ネイ

ティブに伝わるよ

うに発話できる。 

・テキストを見ないで

発話できる。 

・授業中の音読を観察

する。 

・授業時間を利用して

暗唱テストまたは

インタビューテス

トを実施する。 

「外国語理解の能力」 

・モデル・スピーチを

聞いて理解し，質問

に答える。 

・例文や Exercises で、

理解力を深める。 

・ネイティブによる音声

を聞き、自分の理解の

程度を確認する。 

・Exercises（問題練習）

に取り組み、自分の理

解の程度を確認する。 

・正解して理解を確認

することも大切で

あるが、「間違えを

恐れず、前向きに取

り組む」姿勢の方を

より重視する。 

・授業中の取り組み姿

勢を評価する。 

・ワークシートの提

出。 

・定期テストにおける

出題。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・「言う」・「見る」・「聞

く」のそれぞれの動

詞の表現を学んで理

解する。 

・例文を題材として、教

員が文法的な解説をす

る。生徒は、ワークシ

ートを使いながら理解

する。 

・Exercises（問題練習）

に取り組み、自分の理

解の程度を確認する。 

・正解して理解を確認

することも大切で

あるが、「間違えを

恐れず、前向きに取

り組む」姿勢の方を

より重視する。 

・授業中の取り組み姿

勢を評価する。 

・ワークシートの提

出。 

・定期テストにおける

出題。 
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単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 17 

( 2 時間) 

社会問題 

 

認識の表現 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

バリアフリー化や日
本の少子化につい

て、聞いたり、話した

り、文章を書いたりす

る。 

モデル・スピーチや例文

を参考にしながら、自分

自身の考えを英語で表現

できるようになることを

目指す。 

モデル・スピーチや例

文を参考にしながら、

自分の考えを、英語で

相手に伝えようとし

ている。 

・ペアでの言語活動を

観察する。 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取

組状況の判断材料

として活用する。 

「外国語表現の能力」 

・モデル・スピーチや

例文を参考にして、

英語で表現する。 

・伝えたい意味に応じ

て，適切に認識の表

現を用いて文を作

る。 

・モデル・スピーチでキ

ーワードや構成を学

ぶ。 

・例文を音読し、①正確

な発音で話すこと、さ

らに②暗唱することを

目指す。 

・正確な発音で、ネイ

ティブに伝わるよ

うに発話できる。 

・テキストを見ないで

発話できる。 

・授業中の音読を観察

する。 

・授業時間を利用して

暗唱テストまたは

インタビューテス

トを実施する。 

「外国語理解の能力」 

・モデル・スピーチを

聞いて理解し，質問

に答える。 

・例文や Exercises で、

理解力を深める。 

・ネイティブによる音声

を聞き、自分の理解の

程度を確認する。 

・Exercises（問題練習）

に取り組み、自分の理

解の程度を確認する。 

・正解して理解を確認

することも大切で

あるが、「間違えを

恐れず、前向きに取

り組む」姿勢の方を

より重視する。 

・授業中の取り組み姿

勢を評価する。 

・ワークシートの提

出。 

・定期テストにおける

出題。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・認識を表す動詞の種

類と使い方を学んで

理解する。 

・例文を題材として、教

員が文法的な解説をす

る。生徒は、ワークシ

ートを使いながら理解

する。 

・Exercises（問題練習）

に取り組み、自分の理

解の程度を確認する。 

・正解して理解を確認

することも大切で

あるが、「間違えを

恐れず、前向きに取

り組む」姿勢の方を

より重視する。 

・授業中の取り組み姿

勢を評価する。 

・ワークシートの提

出。 

・定期テストにおける

出題。 

Lesson 18 

( 2 時間) 

生活と住居 

 

許可・提案・勧

誘・依頼・要望

の表現 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

日常生活や住宅につい

て、聞いたり、話した

り、文章を書いたりす

る。 

モデル・スピーチや例文

を参考にしながら、自分

自身の考えを英語で表現

できるようになることを

目指す。 

モデル・スピーチや例

文を参考にしながら、

自分の考えを、英語で

相手に伝えようとし

ている。 

・ペアでの言語活動を

観察する。 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取

組状況の判断材料

として活用する。 

「外国語表現の能力」 

・モデル・スピーチや

例文を参考にして、

英語で表現する。 

・伝えたい意味に応じ

て，許可・提案・勧

誘・依頼・要望の表

現を正しく使う。 

・モデル・スピーチでキ

ーワードや構成を学

ぶ。 

・例文を音読し、①正確

な発音で話すこと、さ

らに②暗唱することを

目指す。 

・正確な発音で、ネイ

ティブに伝わるよ

うに発話できる。 

・テキストを見ないで

発話できる。 

・授業中の音読を観察

する。 

・授業時間を利用して

暗唱テストまたは

インタビューテス

トを実施する。 

「外国語理解の能力」 

・モデル・スピーチを

聞いて理解し，質問

に答える。 

・例文や Exercises で、

理解力を深める。 

・ネイティブによる音声

を聞き、自分の理解の

程度を確認する。 

・Exercises（問題練習）

に取り組み、自分の理

解の程度を確認する。 

・正解して理解を確認

することも大切で

あるが、「間違えを

恐れず、前向きに取

り組む」姿勢の方を

より重視する。 

・授業中の取り組み姿

勢を評価する。 

・ワークシートの提

出。 

・定期テストにおける

出題。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・許可・提案・勧誘・

依頼・要望の表現に

ついて学んで理解す

る。 

・例文を題材として、教

員が文法的な解説をす

る。生徒は、ワークシ

ートを使いながら理解

する。 

・Exercises（問題練習）

に取り組み、自分の理

解の程度を確認する。 

・正解して理解を確認

することも大切で

あるが、「間違えを

恐れず、前向きに取

り組む」姿勢の方を

より重視する。 

・授業中の取り組み姿

勢を評価する。 

・ワークシートの提

出。 

・定期テストにおける

出題。 
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単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 19 

( 2 時間) 

旅行 

 

存在や変化の

表現 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

旅行の行き先や一人旅

かグループで旅行する

かなどについて、聞い

たり、話したり、文章

を書いたりする。 

モデル・スピーチや例文

を参考にしながら、自分

自身の考えを英語で表現

できるようになることを

目指す。 

モデル・スピーチや例

文を参考にしながら、

自分の考えを、英語で

相手に伝えようとし

ている。 

・ペアでの言語活動を

観察する。 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取

組状況の判断材料

として活用する。 

「外国語表現の能力」 

・モデル・スピーチや

例文を参考にして、

英語で表現する。 

・伝えたい意味に応じ

て，存在や変化，「〜

がかかる」という表

現を正しく用いて文

を作る。 

・モデル・スピーチでキ

ーワードや構成を学

ぶ。 

・例文を音読し、①正確

な発音で話すこと、さ

らに②暗唱することを

目指す。 

・正確な発音で、ネイ

ティブに伝わるよ

うに発話できる。 

・テキストを見ないで

発話できる。 

・授業中の音読を観察

する。 

・授業時間を利用して

暗唱テストまたは

インタビューテス

トを実施する。 

「外国語理解の能力」 

・モデル・スピーチを

聞いて理解し，質問

に答える。 

・例文や Exercises で、

理解力を深める。 

・ネイティブによる音声

を聞き、自分の理解の

程度を確認する。 

・Exercises（問題練習）

に取り組み、自分の理

解の程度を確認する。 

・正解して理解を確認

することも大切で

あるが、「間違えを

恐れず、前向きに取

り組む」姿勢の方を

より重視する。 

・授業中の取り組み姿

勢を評価する。 

・ワークシートの提

出。 

・定期テストにおける

出題。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・存在や変化の表現に

ついて学んで理解す

る。 

・例文を題材として、教

員が文法的な解説をす

る。生徒は、ワークシ

ートを使いながら理解

する。 

・Exercises（問題練習）

に取り組み、自分の理

解の程度を確認する。 

・正解して理解を確認

することも大切で

あるが、「間違えを

恐れず、前向きに取

り組む」姿勢の方を

より重視する。 

・授業中の取り組み姿

勢を評価する。 

・ワークシートの提

出。 

・定期テストにおける

出題。 

Lesson 20 

( 2 時間) 

健康 

 

「させる」「され

る」という意味

の表現 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

長寿の秘訣や健康につ

いて、聞いたり、話し

たり、文章を書いたり

する。 

モデル・スピーチや例文

を参考にしながら、自分

自身の考えを英語で表現

できるようになることを

目指す。 

モデル・スピーチや例

文を参考にしながら、

自分の考えを、英語で

相手に伝えようとし

ている。 

・ペアでの言語活動を

観察する。 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取

組状況の判断材料

として活用する。 

「外国語表現の能力」 

・モデル・スピーチや

例文を参考にして、

英語で表現する。 

・伝えたい意味に応じ

て，「させる」「され

る」という意味の表

現を適切に用いて文

を作る。 

・モデル・スピーチでキ

ーワードや構成を学

ぶ。 

・例文を音読し、①正確

な発音で話すこと、さ

らに②暗唱することを

目指す。 

・正確な発音で、ネイ

ティブに伝わるよ

うに発話できる。 

・テキストを見ないで

発話できる。 

・授業中の音読を観察

する。 

・授業時間を利用して

暗唱テストまたは

インタビューテス

トを実施する。 

「外国語理解の能力」 

・モデル・スピーチを

聞いて理解し，質問

に答える。 

・例文や Exercises で、

理解力を深める。 

・ネイティブによる音声

を聞き、自分の理解の

程度を確認する。 

・Exercises（問題練習）

に取り組み、自分の理

解の程度を確認する。 

・正解して理解を確認

することも大切で

あるが、「間違えを

恐れず、前向きに取

り組む」姿勢の方を

より重視する。 

・授業中の取り組み姿

勢を評価する。 

・ワークシートの提

出。 

・定期テストにおける

出題。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・使役の意味を表す表

現について学んで理

解する。 

・例文を題材として、教

員が文法的な解説をす

る。生徒は、ワークシ

ートを使いながら理解

する。 

・Exercises（問題練習）

に取り組み、自分の理

解の程度を確認する。 

・正解して理解を確認

することも大切で

あるが、「間違えを

恐れず、前向きに取

り組む」姿勢の方を

より重視する。 

・授業中の取り組み姿

勢を評価する。 

・ワークシートの提

出。 

・定期テストにおける

出題。 
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Lesson 21 

( 2 時間) 

興味・関心 

 

日本語とは違

う英語らしい表

現 （ 無 生 物 主

語や名詞を中

心とした表現） 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

好きな本や映画，音楽

など、興味や関心を持

っていることについ

て、聞いたり、話した

り、文章を書いたりす

る。 

モデル・スピーチや例文

を参考にしながら、自分

自身の考えを英語で表現

できるようになることを

目指す。 

モデル・スピーチや例

文を参考にしながら、

自分の考えを、英語で

相手に伝えようとし

ている。 

・ペアでの言語活動を

観察する。 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取

組状況の判断材料

として活用する。 

「外国語表現の能力」 

・モデル・スピーチや

例文を参考にして、

英語で表現する。 

・無生物主語や名詞を

中心とした表現を用

いて文を作る。 

・モデル・スピーチでキ

ーワードや構成を学

ぶ。 

・例文を音読し、①正確

な発音で話すこと、さ

らに②暗唱することを

目指す。 

・正確な発音で、ネイ

ティブに伝わるよ

うに発話できる。 

・テキストを見ないで

発話できる。 

・授業中の音読を観察

する。 

・授業時間を利用して

暗唱テストまたは

インタビューテス

トを実施する。 

「外国語理解の能力」 

・モデル・スピーチを

聞いて理解し，質問

に答える。 

・例文や Exercises で、

理解力を深める。 

・ネイティブによる音声

を聞き、自分の理解の

程度を確認する。 

・Exercises（問題練習）

に取り組み、自分の理

解の程度を確認する。 

・正解して理解を確認

することも大切で

あるが、「間違えを

恐れず、前向きに取

り組む」姿勢の方を

より重視する。 

・授業中の取り組み姿

勢を評価する。 

・ワークシートの提

出。 

・定期テストにおける

出題。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・日本語とは違う英語

らしい表現について

学んで理解する。 

・例文を題材として、教

員が文法的な解説をす

る。生徒は、ワークシ

ートを使いながら理解

する。 

・Exercises（問題練習）

に取り組み、自分の理

解の程度を確認する。 

・正解して理解を確認

することも大切で

あるが、「間違えを

恐れず、前向きに取

り組む」姿勢の方を

より重視する。 

・授業中の取り組み姿

勢を評価する。 

・ワークシートの提

出。 

・定期テストにおける

出題。 


